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程
順
則
（
一
六
六
一
一
一
～
一
七
三
四
）
は
、
近
世
琉
球
を
代
表
す
る
政
治
家
・
外
交
官
・
教
育
者
・
文
学
者
で
あ
る
。
中
国
と
日
本
を

基
軸
に
し
て
公
当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
の
動
向
を
は
っ
き
り
と
見
す
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
着
実
な
外
交
を
展
開
し
た
実
践
的
官
僚
と

し
て
、
ま
た
、
琉
球
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
国
家
経
営
に
力
を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
顔
を
持
つ
人
物
に
つ

い
て
、
そ
の
家
庭
に
お
け
る
在
り
方
と
い
う
一
面
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
人
物
像
の
一
端
を
描
く
と
ど
の
よ
う
な
側
面
が
見
え
る
だ
ろ

う
か
。
な
か
で
も
彼
の
父
親
の
程
泰
詐
（
号
景
陽
）
と
、
次
男
の
程
榑
万
に
関
係
す
る
文
章
や
漢
詩
を
取
上
げ
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
て

い
る
程
順
則
の
情
愛
や
苦
悩
等
を
通
し
て
、
彼
に
お
け
る
親
子
関
係
と
こ
れ
を
中
心
と
す
る
家
庭
の
存
在
の
重
さ
と
い
う
も
の
を
見
て

お
き
た
い
。
こ
れ
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
親
子
の
関
係
や
家
庭
の
持
つ
重
さ
と
は
言
っ
て
も
、
一
般
的
な
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
程
順
則
の
文
章
や
詩
文
に
描
か
れ
た
世
界
に
お
け
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
し
ぼ
っ
て
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

程
順
則
の
父
と
子

は
じ
め
に ｌ
程
順
則
の
情
愛
と
苦
悩
Ｉ

上
里
賢
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琉
球
の
歴
史
で
は
、
島
津
が
侵
入
（
一
六
○
九
年
）
す
る
以
前
を
古
琉
球
と
呼
び
、
そ
れ
以
後
一
八
七
九
年
（
明
治
二
一
）
ま
で
の

時
期
を
近
世
琉
球
と
呼
ん
で
い
る
。
近
世
琉
球
と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
期
は
．
そ
れ
以
前
と
は
王
国
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
時

期
で
あ
る
。
日
本
で
江
戸
幕
府
が
成
立
し
て
近
世
の
幕
が
開
い
て
い
っ
た
の
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
琉
球
も
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎

え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
に
も
室
町
・
豊
臣
政
権
の
影
響
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
島
津
支
配
は
、
よ
り

強
く
幕
藩
体
制
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
た
。
琉
球
の
制
度
や
仕
組
み
が
日
本
的
に
編
成
し
直
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で

あ
る
。 程
順
則
は
，
一
六
六
三
年
（
康
煕
二
）
一
○
月
、
父
泰
詐
、
母
真
饒
古
樽
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
泰
詐
の
父
親
は
外
聞
筑
登
之

実
房
と
い
っ
て
、
そ
の
五
代
前
の
先
祖
は
京
阿
波
根
親
雲
上
実
基
で
あ
る
。
泰
詐
の
時
久
米
村
の
再
興
策
の
一
翼
を
に
な
っ
て
程
氏
を

継
い
だ
。
泰
詐
の
母
真
饒
古
樽
は
、
正
議
大
夫
鄭
子
孝
（
安
次
嶺
親
雲
上
）
の
長
女
で
、
久
米
村
出
身
で
あ
る
。
母
親
が
久
米
村
の
出

身
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
泰
詐
は
幼
い
頃
か
ら
中
国
語
の
練
習
を
積
ん
で
い
た
よ
う
で
、
そ
の
力
が
評
価
さ
れ
て
久
米
村
に
入
る

島
津
が
入
っ
て
来
た
頃
の
久
米
村
は
、
か
な
り
荒
廃
し
て
い
た
。
一
五
○
○
年
代
前
半
頃
ま
で
が
琉
球
王
国
の
対
外
貿
易
活
動
が
盛

ん
な
時
期
で
、
中
国
を
中
心
に
周
辺
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
交
易
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
一
五
七
○
年
の
シ
ャ
ム
（
今
の
タ
イ
）
へ
の

船
を
最
後
に
、
琉
球
は
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
舞
台
か
ら
退
い
て
い
る
。
中
国
と
の
貿
易
も
、
明
漬
交
代
期
の
混
乱
の
影
響
も
あ
っ
て
、

一
五
○
○
年
代
後
半
か
ら
一
六
○
○
年
代
初
期
ま
で
は
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
一
六
○
六
年
（
尚
寧
一
八
）
に
渡
来
し
た
冊
封
便
夏
子
陽
は
、
今
唐
栄
の
残
っ
て
い
る
家
は
、
「
わ
ず
か
に
察
‐
鄭
、

〈
注
ご

｝
」
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
父
程
泰
詐
と
久
米
村
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林
、
程
、
梁
、
金
の
六
家
に
し
て
族
甚
し
く
は
蕃
せ
ず
」
と
言
っ
て
い
る
。
琉
球
側
の
記
録
で
も
、
こ
の
時
期
の
久
米
村
の
人
口
は
三

（
注
二
》

十
数
名
と
い
う
記
録
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
そ
れ
ほ
ど
に
久
米
村
は
衰
退
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
中
国
と
の
交
易
を
継
続
し
て
い
き
た
い
琉
球
に
と
っ
て
は
放
置
し
て
お
け
な
い
問
題
だ
っ
た
し
、
琉
球
の
対

中
国
貿
易
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
薩
摩
側
に
と
っ
て
も
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
だ
っ
た
と
言
え
る
。
両
者
の
思
惑
が
一
致
し
て
、
久

米
村
の
強
化
策
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
琉
球
か
ら
中
国
に
対
し
て
間
人
の
再
派
遣
要
請
が
な
さ
れ
、
跡
継
ぎ
の
絶
え
た
家
に
首
里

や
那
覇
の
有
能
な
人
材
を
入
れ
て
立
て
直
す
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
実
行
さ
れ
た
。

程
泰
詐
が
久
米
村
の
程
氏
を
継
い
だ
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
泰
詐
は
、
久
米
村
の
構
成
員
と
し
て
力
を
発

揮
し
，
一
六
五
八
年
（
順
拾
一
五
）
に
は
通
事
の
位
を
得
、
順
則
が
生
ま
れ
た
六
一
一
一
年
（
康
煕
二
）
に
は
、
謝
恩
存
留
通
事
と
な
っ
て
、

初
め
て
福
州
に
渡
っ
て
い
る
。
順
調
に
昇
任
し
て
七
○
年
（
康
煕
九
）
に
は
都
通
事
と
な
り
、
そ
の
年
の
進
貢
在
船
都
通
事
に
任
命
さ

れ
て
い
る
が
、
病
気
の
た
め
辞
退
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
一
年
後
の
七
二
年
に
は
進
貢
都
通
事
と
な
り
、
翌
年
（
一
六
七
三
・
康
煕
十

一
六
七
一
一
一
年
（
康
煕
一
二
）
は
、
中
国
で
三
藩
の
乱
が
起
こ
っ
た
年
で
、
混
乱
の
中
へ
飛
び
込
む
よ
う
な
進
貢
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

程
順
則
は
、
数
え
年
の
三
歳
で
あ
っ
た
。
泰
詐
の
一
行
は
、
福
建
の
沿
岸
で
海
賊
の
襲
撃
を
受
け
、
泰
詐
自
身
も
重
症
を
負
っ
た
。

傷
の
治
療
を
し
て
北
京
へ
行
き
、
任
務
を
済
ま
せ
て
福
建
に
帰
る
途
中
、
蘇
州
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
三
藩
の
中
の
一
つ
で
あ
る
福
建
の

耽
精
忠
の
反
乱
の
た
め
福
州
に
戻
れ
ず
、
蘇
州
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
間
に
病
を
得
て
死
去
し
た
。
時
に
順
則
は
一
三
歳
で
あ
っ
た
。
琉

球
の
高
い
身
分
の
使
節
で
あ
る
泰
詐
の
死
を
悼
ん
で
、
当
時
の
呉
県
（
現
在
の
蘇
州
）
の
役
人
た
ち
が
、
金
を
出
し
あ
っ
て
、
墓
を
造

り
墓
碑
を
建
て
て
い
る
。

こ
の
墓
は
、
一
九
六
○
年
代
ま
で
残
っ
て
い
た
が
、
文
化
大
革
命
の
時
破
壊
さ
れ
、
墓
地
は
学
校
の
敷
地
の
一
角
に
な
っ
て
し
ま
つ

れ
て
い
る
が
、
病
気
の
た
空

（
注
一
二

一
一
）
一
二
月
渡
消
し
て
い
る
。
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中
国
の
混
乱
は
琉
球
に
も
直
接
影
響
を
与
え
る
が
、
こ
の
時
の
泰
詐
ら
一
行
ほ
ど
動
乱
の
波
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
た
使
節
も
珍
し
い
。

と
く
に
程
泰
詐
は
、
一
一
一
藩
の
乱
の
た
め
福
州
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
，
蘇
州
で
帰
路
の
行
程
の
安
定
を
待
っ
て
い
る
中
て
病
を
得
て

死
去
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
か
れ
は
一
六
七
○
年
（
康
煕
九
）
に
都
通
事
と
な
り
、
そ
の
年
の
進
貢
在
船
都
通
事
に
任
命

さ
れ
て
い
な
が
ら
、
病
気
の
た
め
辞
退
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
一
年
後
の
渡
清
で
あ
り
、
し
か
も
、
海
賊
船
と
の
死
闘
で
倒
れ
て
気
を

失
い
、
そ
の
回
復
を
待
っ
て
福
州
か
ら
北
京
ま
で
の
長
い
行
程
を
、
重
責
を
担
っ
て
往
復
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
な
旅
で
あ
っ
た
。
文
字

通
り
琉
球
の
国
家
事
業
に
殉
じ
た
も
の
と
一
言
え
る
。
蘇
州
の
地
方
官
員
ら
が
義
損
金
を
出
し
合
っ
て
、
役
目
に
殉
じ
た
こ
の
琉
球
使
節

の
た
め
に
、
墓
碑
を
建
て
そ
の
功
績
を
記
録
し
た
と
こ
ろ
に
は
、
程
泰
詐
の
行
動
に
対
す
る
中
国
の
宮
員
ら
の
深
い
哀
惜
と
同
情
が
表

状
況
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

た
・
そ
の
後
、
名
護
市
と
程
順
則
の
子
孫
の
要
望
に
よ
り
、
蘇
州
市
人
民
政
府
が
協
力
し
て
、
一
九
九
四
年
に
上
方
山
の
国
家
森
林
公

園
の
一
角
に
新
し
く
再
建
さ
れ
、
蘇
州
市
の
歴
史
的
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

程
泰
詐
が
、
中
国
に
渡
っ
た
こ
の
時
期
は
、
清
朝
が
起
っ
て
十
年
程
で
清
朝
の
支
配
は
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
地
方
に
は

さ
ま
ざ
ま
形
の
抵
抗
勢
力
が
活
動
し
て
い
た
。
福
州
を
目
の
前
に
し
て
海
賊
の
襲
撃
を
受
け
、
程
泰
詐
も
重
傷
を
負
っ
た
り
、
北
京
か

ら
福
州
に
戻
る
時
は
三
藩
の
乱
の
影
響
で
、
蘇
州
で
足
止
め
を
食
う
な
ど
の
困
難
に
遭
遇
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
地
方
の
不
安
定
な

の
た
め
に
、
墓
碑
を
建
て
そ
（

明
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

順
則
は
、
二
歳
で
死
別
し
た
父
親
の
墓
を
二
度
参
拝
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
で
一
一
回
目
の
参
拝
の
時
の
作
品
を
紹
介

し
な
が
ら
、
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

●
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「
勤
学
」
と
は
、
福
州
の
柔
遠
駅
（
琉
球
館
）
を
拠
点
に
し
て
、
福
州
で
適
当
な
指
導
者
に
つ
い
て
勉
強
す
る
留
学
の
こ
と
で
、
公

的
な
教
育
機
関
で
あ
る
国
子
監
に
派
遣
さ
れ
る
留
学
生
を
「
官
生
」
と
呼
ぶ
の
と
区
別
し
て
い
る
。
久
米
村
の
子
弟
に
と
っ
て
は
、
職

能
上
の
有
用
性
か
ら
手
厚
い
保
護
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
王
府
と
薩
摩
の
対
中
国
貿
易
振
興
の
目
的
を
実
質
的
に
支
え
る
実
務
者
と
し

て
期
待
さ
れ
、
国
の
貿
易
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
実
用
的
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
通
訳
業

務
、
清
国
の
官
僚
と
の
交
渉
、
文
書
の
作
成
と
管
理
、
航
海
技
術
、
船
の
修
理
等
の
ほ
か
．
儒
学
の
知
識
習
得
や
詩
文
作
成
に
習
熟
す

る
こ
と
は
、
役
人
と
し
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
。
定
員
が
王
一
代
に
四
人
と
制
限
さ
れ
て
い
る
官
生

だ
け
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
久
米
村
の
業
務
を
恒
常
的
に
担
っ
て
い
く
人
材
の
養
成
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
久

米
村
の
子
弟
た
ち
は
一
定
の
年
令
に
達
す
る
と
、
知
識
や
技
術
の
習
得
の
た
め
に
「
勤
学
」
と
な
っ
て
福
州
に
渡
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
程
順
則
が
「
勤
学
」
と
し
て
最
初
に
福
州
に
渡
っ
た
旅
に
は
、
福
州
で
の
勉
学
と
い
う
目
的
の
他
に
、
も
う
一
つ
大
き

な
目
的
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
「
家
譜
」
に
も
、
琉
球
側
の
正
史
（
『
球
陽
』
．
『
中
山
世
譜
』
）
に
も
そ
の
渡
唐
の
目
的
に
つ
い
て
は
全

一
六
八
一
一
一
年
（
康
煕
一
一
一
一
）
二
一
歳
の
時
、
通
事
に
昇
任
し
「
勤
学
」
と
し
て
中
国
に
渡
る
。
翌
年
は
北
京
ま
で
旅
し
て
福
州
に
も

（
鵬
四
》

ど
り
、
八
七
年
（
康
煕
一
一
一
ハ
）
ま
で
の
四
年
間
滞
在
し
て
学
習
し
た
。
こ
の
時
、
終
生
の
師
と
な
る
陳
元
輔
（
昌
其
）
と
の
出
会
い
が

あ
る
。

久
米
村
の
子
弟
は
元
服
前
の
一
二
～
三
歳
ご
ろ
か
ら
若
秀
才
と
い
っ
て
年
俸
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
首
里
の
子
弟
に
は
な

い
制
度
で
あ
り
、
首
里
や
那
覇
の
場
合
よ
り
も
王
府
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
程
順
則
も
二
一
歳
で
若
秀
才
と

な
り
、
一
四
歳
で
元
服
し
て
秀
才
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
勤
学
と
し
て
福
州
へ
渡
る
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く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
家
譜
」
を
見
て
い
る
と
、
「
勤
学
」
と
し
て
福
州
に
着
い
て
約
半
年
後
二
行
の
福
州
到

（
注
五
）

着
は
一
六
八
三
年
・
康
煕
一
一
一
一
年
一
一
一
月
で
あ
る
）
、
「
次
年
五
月
二
十
四
日
、
福
建
起
身
、
八
月
一
一
十
四
日
京
に
到
る
」
の
記
事
が
み

え
る
。
二
十
一
歳
の
若
者
が
、
上
京
使
節
の
一
員
に
な
り
、
皇
帝
の
主
催
す
る
宴
会
に
陪
席
し
、
下
賜
品
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
破
格
の
待
遇
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
正
式
な
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
目
と
、
そ
の
裏
に
あ
る
実
際
の
目
的
と

の
、
う
ま
い
使
い
分
け
が
あ
る
、
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
謎
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
つ
は
、
清
朝
の
統

治
が
ま
だ
不
安
定
な
時
期
に
使
節
と
な
っ
て
、
そ
の
生
命
を
懸
け
て
使
命
を
全
う
し
、
帰
ら
ぬ
客
と
な
っ
た
程
泰
詐
の
業
績
に
対
す
る

琉
球
国
王
の
ね
ぎ
ら
い
の
意
図
と
、
清
国
の
皇
帝
も
琉
球
側
の
こ
の
意
図
を
理
解
し
、
こ
れ
に
応
え
た
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

こ
の
時
の
程
順
則
の
上
京
の
目
的
に
は
り
初
め
か
ら
父
泰
詐
の
墓
参
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
墓

参
に
つ
い
て
は
、
「
家
譜
」
に
も
記
載
が
な
い
。
理
由
は
、
「
墓
参
」
と
い
う
私
的
な
目
的
で
、
上
京
使
節
と
な
る
こ
と
に
は
不
都
合
が

あ
り
、
正
式
な
文
書
に
記
載
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
勤
学
」
と
い
う
名
目
で
福
州
に

渡
っ
た
彼
が
、
上
京
使
節
の
一
員
に
加
え
ら
れ
、
父
泰
詐
の
墓
を
弔
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
「
墓
参
」
の
様
子
を
詠
ん
だ
「
姑
蘇
省
墓
」

と
い
う
作
品
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
王
府
と
清
国
政
府
の
「
意
気
な
計
ら
い
」
が
み
て
と
れ
る
し
、
程
泰
鮓
の
業
績
に
た

い
す
る
評
価
が
い
か
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
表
れ
て
い
る
。
「
姑
蘇
省
墓
」
は
、
後
で
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。

一
六
八
七
年
（
康
煕
二
六
）
、
二
五
歳
の
夏
帰
国
し
、
一
年
半
後
の
一
六
八
九
年
（
康
煕
二
八
）
一
一
七
歳
の
時
、
接
貢
存
留
通
事
と

な
っ
て
二
度
目
の
渡
清
。
二
九
歳
ま
で
の
足
か
け
三
年
間
滞
在
。
福
州
滞
在
中
、
「
柔
遠
駅
土
地
祠
記
」
・
「
柔
遠
駅
崇
報
祠
記
」
の

二
つ
の
文
章
を
書
い
て
、
中
国
で
亡
く
な
っ
た
先
人
の
霊
を
慰
め
て
い
る
。
ま
た
、
帰
国
に
臨
ん
で
は
福
建
で
『
十
七
史
』
（
一
五
九

二
巻
）
を
自
費
で
購
入
し
、
帰
国
後
孔
子
廟
に
献
上
し
て
い
る
。
彼
の
二
○
歳
代
は
、
前
後
二
回
合
計
七
年
間
の
留
学
生
活
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
自
己
研
鏑
の
日
々
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
琉
球
の
文
化
的
地
位
の
向
上
、
な
か
ん
ず
く
久
米
村
の
力
量
を
引
上
げ
る
こ
と
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に
全
力
を
注
ぐ
決
意
を
固
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
柔
遠
駅
に
土
地
祠
と
崇
報
祠
を
建
て
て
、
そ
の
文
章
を
書
い
た
こ
と
、
『
十
七
史
』

を
購
入
し
て
帰
国
し
た
こ
と
な
ど
、
以
後
の
活
動
の
祖
形
が
こ
こ
に
す
で
に
表
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
後
の
程
順
則
の
生
涯
に
つ
い
て
そ
の
『
家
譜
』
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
略
述
し
て
お
こ
う
。

福
州
か
ら
帰
国
し
た
彼
は
、
漢
字
筆
者
、
講
解
師
な
ど
の
役
に
就
き
、
順
調
に
出
世
し
て
一
六
九
五
年
（
康
煕
三
四
）
一
一
一
一
一
一
歳
で
都

通
事
の
位
に
昇
り
、
翌
年
進
貢
北
京
大
通
事
と
な
っ
て
一
一
一
回
目
の
渡
清
、
九
八
年
六
月
帰
国
し
た
。
こ
の
時
の
福
州
か
ら
北
京
ま
で
の

《
：

往
復
の
旅
に
取
材
し
た
作
品
集
が
、
『
中
山
詩
文
集
』
中
の
白
眉
『
雪
堂
燕
遊
草
』
で
あ
る
。

帰
国
後
の
程
順
則
は
、
尚
貞
王
や
世
子
尚
純
か
ら
大
切
に
さ
れ
、
世
孫
尚
益
に
四
書
や
唐
詩
を
讃
ず
る
一
方
、
位
階
・
官
制
等
の
制

度
を
整
え
る
重
要
な
職
務
に
つ
き
、
た
び
た
び
王
や
王
世
子
か
ら
報
奨
の
品
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
役
職
も
一
七
○
四
年
（
康
煕
四
一
一
）

四
一
歳
で
中
議
大
夫
、
○
六
年
（
康
煕
四
五
）
四
四
歳
の
時
、
正
議
大
夫
と
順
調
に
昇
進
し
た
。
四
○
歳
以
後
は
、
詩
よ
り
も
文
章
を

作
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
ご
残
っ
て
い
る
作
品
は
ほ
と
ん
ど
が
文
章
で
あ
る
。
○
六
年
に
「
中
山
王
府
官
制
」
の
序
文
と
「
廟
学

紀
路
」
を
書
い
た
の
を
か
わ
き
り
に
、
○
八
年
（
康
煕
四
六
）
『
指
南
広
義
』
、
一
六
年
（
康
煕
五
五
）
「
琉
球
国
創
建
関
帝
廟
記
」
、

「
琉
球
国
新
建
至
聖
廟
記
」
、
一
九
年
（
康
煕
五
八
）
「
新
建
啓
聖
公
祠
記
」
を
書
い
て
い
る
。
久
米
村
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
い
よ
い

三
、
政
治
治
家
・
教
育
家
・
詩
人
と
し
て
の
活
躍

紀
路
」
を
書
い
た
の
を
か
わ
き
り

「
琉
球
国
新
建
至
聖
廟
記
」
、
一
九
」

よ
油
が
の
っ
て
き
た
感
じ
で
あ
る
。

一
七
○
六
年
（
康
煕
四
五
）
四
四
歳
の
時
に
は
、
進
貢
正
議
大
夫
と
な
っ
て
四
回
目
の
渡
清
を
し
て
い
る
。
翌
年
四
五
歳
の
時
、
北

京
へ
向
か
う
途
中
山
東
省
曲
阜
の
孔
子
廟
を
訪
ね
て
、
前
年
に
書
い
た
ば
か
り
の
「
廟
学
紀
略
」
を
献
納
し
た
。
○
八
年
（
康
煕
四
七
）
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一
七
一
四
年
（
康
煕
五
三
）
五
二
歳
の
時
に
は
、
慶
賀
使
節
の
掌
翰
史
と
な
っ
て
江
戸
に
上
り
、
こ
の
時
薩
摩
で
薩
州
大
守
中
将
吉

貴
公
に
『
六
諭
術
義
』
を
献
上
し
て
い
る
。
吉
貴
公
は
一
九
年
（
康
煕
五
八
）
、
こ
れ
を
将
軍
吉
宗
に
献
上
し
、
吉
宗
は
荻
生
祖
棟
に

訓
点
・
室
鳩
巣
に
和
解
を
命
じ
（
二
一
年
）
、
幕
府
版
『
官
刻
六
諭
桁
義
大
意
』
を
作
っ
て
い
る
（
二
一
一
年
）
・
江
戸
で
は
、
新
井
白
石

や
荻
生
祖
棟
ら
と
面
会
、
帰
り
に
は
草
津
で
摂
政
近
衛
家
煕
公
よ
り
、
鴨
川
に
あ
る
別
荘
物
外
楼
の
詩
文
を
作
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
る
。

翌
年
五
三
歳
の
時
．
薩
摩
か
ら
帰
国
す
る
と
紫
金
大
夫
に
上
り
、
久
米
村
で
最
高
の
地
位
で
あ
る
総
理
唐
栄
司
（
久
米
村
総
役
）
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
年
近
衛
家
煕
公
に
『
詩
韻
釈
要
』
と
孔
子
廟
で
買
っ
た
孔
林
の
槽
杯
を
献
上
し
て
い
る
。

久
米
村
総
役
と
な
っ
て
力
を
入
れ
た
政
策
は
、
久
米
村
の
教
育
の
振
興
で
あ
っ
た
。
一
七
一
八
年
（
康
煕
五
七
）
五
六
歳
の
時
に
は
、

琉
球
最
初
の
国
立
の
教
育
機
関
で
あ
る
明
倫
堂
を
孔
子
廟
の
隣
に
建
て
明
倫
堂
内
に
啓
聖
祠
を
作
っ
て
啓
聖
（
孔
子
の
父
親
）
及

び
顔
子
・
曾
子
・
子
思
・
孟
子
の
父
親
の
神
位
を
祀
っ
た
。
一
九
年
（
康
煕
五
八
）
は
、
尚
敬
王
の
冊
封
の
年
で
あ
り
、
正
使
海
宝
・

副
使
徐
葆
光
ら
一
行
六
四
九
人
が
渡
来
し
た
。
》
」
の
年
の
冊
封
は
、
総
人
員
の
数
．
滞
在
日
数
・
携
帯
品
量
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

従
来
の
例
に
な
い
大
が
か
り
な
も
の
で
受
け
入
れ
る
琉
球
側
に
は
何
か
と
困
難
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
程
順
則
は
後
輩
の
察
温

と
と
も
に
そ
の
接
待
と
交
渉
の
責
任
者
と
し
て
応
対
し
た
。

一
七
二
○
年
春
に
は
謝
恩
使
節
と
し
て
、
冊
封
便
一
行
と
共
に
渡
情
し
た
。
五
回
目
の
中
国
訪
問
で
あ
る
。
中
国
に
渡
る
た
び
に
、

自
ら
費
用
を
投
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
を
購
入
し
た
り
、
琉
球
人
の
作
品
を
刊
行
し
て
き
た
が
、
今
回
も
『
皇
清
詩
選
』
（
全
三
○
巻
）

数
十
部
を
購
入
し
て
持
ち
か
え
り
、
王
府
の
書
院
や
久
米
村
の
孔
子
廟
に
献
納
し
て
い
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
の
渡
清

『
貞
観
政
要
』
を
進
講
し
て
い
る
。

四
六
歳
の
時
帰
国
す
る
が
、
こ
の
時
福
建
で
自
費
六
○
金
を
出
し
て
『
六
諭
桁
義
』
と
『
指
南
広
義
』
及
び
次
男
樽
万
の
『
焚
余
穂
』

を
板
行
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
も
か
っ
て
四
書
・
唐
詩
を
講
じ
た
尚
益
が
即
位
Ｃ
七
一
○
年
）
す
る
と
、
王
命
を
受
け
て
『
春
秋
』
。
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以
前
に
す
で
に
琉
球
の
詩
人
の
作
品
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
中
国
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
『
中
山
詩
文
集
』
出
版
の
準
備
は
整
っ
て
い
た
。

公
務
を
終
え
て
北
京
か
ら
福
州
に
も
ど
っ
た
程
順
則
は
、
お
そ
ら
く
自
ら
最
終
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
一
七
一
一
五
年
（
雍
正
一
一
一
）
の
刊

行
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
度
目
の
渡
清
を
お
え
て
帰
国
（
一
七
一
一
一
年
・
康
煕
六
○
・
五
九
歳
）
し
て
か
ら
の
程
順
則
は
、
精
力
的
に
こ
な
し
て
き
た
外
交

と
教
育
の
一
線
か
ら
退
い
て
い
た
。
一
七
一
一
八
年
（
雍
正
六
）
、
名
護
間
切
総
地
頭
職
を
拝
領
し
、
こ
れ
以
後
名
護
親
方
と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
順
則
は
、
役
職
は
久
米
村
総
役
と
い
う
久
米
村
に
お
け
る
最
高
の
地
位
に
上
り
、
留
学
の
時
期
を
含
め
て
五
回
も
清
国

に
渡
り
、
使
者
と
な
っ
て
江
戸
へ
も
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
琉
球
を
代
表
す
る
外
交
官
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

程
順
則
は
、
琉
球
の
一
一
一
司
官
座
敷
（
相
当
）
、
久
米
村
に
あ
っ
て
は
総
役
と
い
う
最
高
の
位
に
ま
で
上
り
、
北
京
や
江
戸
へ
琉
球
の

使
者
と
し
て
赴
く
な
ど
外
交
面
で
も
活
躍
し
、
教
育
者
、
文
学
者
と
し
て
内
外
に
知
ら
れ
る
輝
か
し
い
業
績
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
し

か
し
、
家
庭
的
に
は
年
少
の
頃
か
ら
身
内
に
不
幸
が
続
き
、
終
生
孤
独
と
憂
愁
を
背
負
っ
て
い
た
。

一
般
的
な
意
味
で
は
、
そ
の
受
け
止
め
方
の
違
い
は
あ
れ
、
苦
難
や
孤
独
を
経
験
し
な
い
人
間
は
な
い
と
言
え
る
が
、
程
順
則
の
孤

独
、
不
幸
、
苦
難
へ
憂
愁
の
実
相
に
ふ
れ
る
と
、
そ
の
深
さ
と
大
き
さ
は
誰
も
が
味
わ
う
よ
う
な
も
の
と
し
て
一
般
化
し
て
し
ま
え
な
－

い
重
さ
で
迫
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
普
通
の
人
な
ら
、
肉
体
的
・
精
神
的
な
存
立
の
危
機
に
陥
る
程
の
深
淵
か
ら
、
這
い
上
が
っ
て

四
、
姑
蘇
省
墓
に
見
る
父
子
の
情
愛

た
く
ま
し
く
生
き
続
け
た
。

程
順
則
が
味
わ
っ
た
最
初
の
悲
哀
は
、
一
一
一
一
歳
の
時
（
一
六
七
五
年
）
の
父
泰
詐
の
死
去
で
あ
っ
た
。
薩
摩
が
琉
球
に
入
っ
て
久
米
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の
時
、
父
親
の
墓
前
に
龍
で
て
い
た
‐

そ
し
て
、
今
度
は
進
貢
北
京
大
通
事
と
い
う
、
進
貢
使
節
の
実
務
担
当
の
責
任
者
と
し
て
堂
々
と
墓
参
り
を
行
っ
た
。
「
姑
蘇
省
墓
」

は
、
父
親
に
寄
せ
る
痛
切
な
思
い
の
詠
出
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
作
品
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

二
首
あ
る
が
、
「
其
の
一
一
」
の
首
聯
に
『
洞
る
に
忍
び
ん
や
瀧
麟
の
鮮
州
に
下
る
を
／
十
四
年
中
涙
復
た
流
る
」
と
あ
る
こ
と
に

基
づ
け
ば
、
十
四
年
前
は
、
穐
順
則
の
斑
・
職
に
あ
た
る
。
先
に
、
「
勤
学
」
と
な
っ
て
渡
唐
し
、
上
京
使
節
の
一
員
に
加
え
ら
れ
た

と
い
う
事
実
に
王
府
の
配
慮
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
は
こ

で
あ
る
。

村
⑪
鹸
化
斑
を
と
る
時
代
の
機
遡
仁
艘
っ
て
卿
氏
を
継
い
だ
騨
岬
は
，
噸
鯛
に
そ
の
能
〃
を
雄
櫛
し
て
Ⅵ
府
の
対
椚
剛
外
だ
の
価
櫛
を

遂
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
蕊
赫
は
そ
の
伍
筋
を
柵
ぴ
て
渡
澗
し
、
そ
の
途
中
で
鮮
州
に
お
い
て
死
去
し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
々
叩
、
１
．

蟻
の
時
中
Ⅲ
に
旅
立
つ
姿
を
見
送
っ
た
が
、
こ
訓
が
、
父
糊
と
の
水
遡
の
離
別
に
な
っ
た
。

『
帖
蘇
街
臘
」
は
、
穏
順
則
が
一
”
一
Ⅱ
蝋
の
時
、
北
蝋
大
皿
卿
と
な
っ
て
ｈ
威
し
た
時
、
蘇
州
に
あ
る
泰
炸
の
蕊
に
詣
で
た
時
の
作
Ⅱ
叩

姑
蘇
省
墓

労
労
王
事
飽
顛
辛

癩
得
荒
碑
記
故
臣

万
里
海
天
隔
生
死

一
時
父
子
夢
魂
親

山
花
遥
映
啼
鴫
血

父
親
の
墓
前
に
詣
で
て
い
た
。

王
事
に
労
労
し
て
銀
辛
に
飽
き

寵
得
た
り
荒
碑
に
故
臣
と
記
す
を

万
里
の
海
天
生
死
を
隔
つ
る
も

万
里
の
海
天
生
死
を
隔

一
時
に
父
子
夢
魂
親
し

山
花
遥
か
に
映
ず
啼

其
一

啼
鵤
の
血
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こ
の
作
品
は
、
一
六
九
八
年
（
康
煕
三
七
）
福
建
で
版
行
さ
れ
た
『
雪
堂
燕
遊
草
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
雪
堂
燕
遊
草
』
は
、

彼
が
進
貢
北
京
大
通
事
の
役
目
を
担
っ
て
、
康
煕
三
六
年
に
耳
目
官
毛
天
相
池
城
親
雲
上
安
俺
、
正
議
大
夫
鄭
弘
良
大
嶺
親
雲
上
に
随

行
し
て
、
福
建
か
ら
北
京
ま
で
を
往
復
し
た
時
の
作
品
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
旅
程
に
し
た
が
っ
て
経
過
し
た
土
地
の
風
景
や
各
地

方
で
の
役
人
・
文
人
と
の
唱
和
、
北
京
で
の
進
貢
品
の
進
呈
の
様
子
と
皇
帝
か
ら
賜
っ
た
品
物
と
宴
会
の
様
子
な
ど
、
内
容
は
多
様
で

あ
る
。
華
や
か
で
め
で
た
い
作
品
、
景
勝
地
の
風
景
の
美
し
さ
等
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
姑
蘇
省
墓
二
首
は
哀
切
に
満
ち
て
，
読
む
者

野
蔓
猶
牽
過
馬
身

依
恋
孤
墳
頻
働
突

路
傍
樵
客
亦
沽
巾

同

忍
看
霜
露
下
蘇
州

十
四
年
中
涙
復
流

鹿
走
山
前
松
径
乱

烏
啼
隔
上
墓
門
秋

凄
涼
異
地
封
孤
骨

懸
槐
微
官
拝
故
丘

過
此
不
知
何
日
到

莊
荘
滴
海
望
無
由

野
蔓
猶
牽
く
過
馬
の
身

孤
墳
に
依
恋
し
て
頻
り
に
働
突
す
れ
ば

路
傍
の
樵
客
も
亦
た
巾
を
油
す

看
る
に
忍
び
ん
や
霜
露

十
四
年
中
涙
復
た
流
る

鹿
は
山
前
を
走
り
て
松
径
乱
れ

烏
は
鯛
上
に
啼
く
墓
門
の
秋

凄
涼
た
る
異
地
に
孤
骨
を
封
じ

懸
槐
す
微
官
故
丘
を
拝
す

此
を
過
ぐ
れ
ば
何
れ
の
日
に
到
れ
る
か
を
知
ら
ず

詰
莊
た
る
臘
梅
望
む
に
由
な
し

其
一

一

霜
露
の
蘇
州
に
下
る
を
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「
そ
の
一
一
」
で
は
、
「
看
る
に
忍
び
ん
や
霜
露
の
蘇
州
に
下
る
を
／
十
四
年
中
涙
復
た
流
る
」
と
歌
い
出
し
、
「
此
を
過
ぐ
れ
ぱ

何
れ
の
日
に
到
れ
る
か
を
知
ら
ず
／
莊
花
た
る
槍
海
望
む
に
由
な
し
」
と
結
ぶ
。
全
体
と
し
て
は
、
父
親
一
人
を
異
国
の
地
に
葬
っ

て
墓
参
り
等
も
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
は
が
ゆ
い
思
い
で
惣
槐
の
涙
に
く
れ
る
親
不
孝
な
息
子
の
詠
嘆
で
あ
る
。

一
つ
』

花
、
壷

す
る
。

五
、
。
焚
余
稿
』
に
見
る
父
親
の
愛

の
涙
を
誘
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
そ
の
ど
の
首
聯
で
は
、
父
親
が
琉
球
の
国
王
の
臣
下
と
し
て
、
そ
の
職
務
に
殉
じ
た
が
、
立
派
な
墓
碑
に
そ
の
名
を
残
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
、
領
聯
で
は
、
父
子
の
情
愛
が
語
ら
れ
る
。
万
里
の
彼
方
に
隔
て
ら
れ
、
し
か
も
、
一
方
は
あ
の
世
に
一
方
は
こ
の
世

に
と
、
幽
明
界
を
異
に
し
て
い
る
が
、
墓
前
に
額
ず
く
と
父
を
思
う
子
の
情
は
、
二
人
を
隔
絶
す
る
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
超
え
て
す
ぐ
に

一
つ
に
な
る
と
い
う
・
頸
聯
・
尾
聯
で
は
、
墓
の
周
辺
の
様
子
と
作
者
の
行
動
が
激
烈
に
詠
ま
れ
る
。
山
の
緑
の
中
に
真
っ
赤
に
咲
く

花
、
馬
の
足
に
ま
つ
わ
り
着
く
野
の
蕊
『
墓
碑
に
す
が
っ
て
激
し
く
声
を
あ
げ
て
な
い
て
い
る
と
、
通
り
す
が
り
の
樵
も
も
ら
い
泣
き

家
譜
を
見
る
と
一
七
歳
の
時
（
一
六
七
九
年
）
祖
母
を
失
い
、
一
一
三
歳
（
一
六
九
四
年
・
康
煕
一
一
一
一
一
一
）
の
時
、
四
男
を
出
産
し
た
ば

か
り
の
妻
が
正
月
五
日
に
一
一
九
歳
の
若
さ
で
死
去
、
翌
年
一
一
月
に
は
母
親
を
失
う
。
一
一
一
六
歳
（
一
六
九
八
年
・
康
煕
三
七
年
）
の
秋
に

は
、
長
男
の
妻
が
一
八
歳
で
他
界
し
て
い
る
。
こ
の
年
に
は
『
雪
堂
燕
遊
草
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
を
と
り
ま
く
家
庭
的
な
状

況
は
悲
哀
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
し
て
、
決
定
的
な
打
撃
と
な
っ
た
の
は
、
一
七
○
二
年
（
康
煕
四
一
）
の
一
連
の
不
幸
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
、
’
’
一
月
に
三
男
樽
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雲
が
二
歳
で
死
去
、
六
月
に
は
、
弟
の
順
性
が
中
国
で
の
公
務
を
終
え
て
帰
国
す
る
途
中
遭
難
し
て
死
去
、
翌
七
月
長
男
樽
九
が
一
一

一
一
歳
で
他
界
、
九
月
に
は
次
男
樽
万
が
一
四
歳
で
死
去
し
た
。
順
則
は
こ
の
時
四
○
歳
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
半
年
ば
か
り
の
間
に
、
一
一
一

人
の
男
子
と
弟
を
失
っ
た
精
神
的
衝
撃
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
一
七
二
九
年
（
雍
正
七
）
六
七
歳
の
時
は
、
た
だ
一
人
残
っ

て
い
た
四
男
の
允
升
が
、
北
京
大
通
事
と
し
て
渡
精
し
た
旅
の
途
上
山
東
省
で
亡
く
な
り
、
す
べ
て
の
男
子
を
失
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ

て
「
器
宇
深
沈
に
し
て
学
識
豊
富
な
る
流
石
の
順
則
も
、
人
生
の
果
敢
な
さ
に
門
を
閉
じ
て
客
を
謝
し
、
此
世
を
隠
遮
せ
や
う
と
し
た
」

こ
の
よ
う
な
失
意
と
絶
望
の
淵
か
ら
か
れ
は
蘇
り
、
四
年
後
の
一
七
○
六
年
（
康
煕
四
五
）
、
四
四
歳
の
時
に
進
貢
正
議
大
夫
と

な
っ
て
四
回
目
の
中
国
へ
の
旅
に
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
七
○
八
（
康
煕
四
七
）
に
帰
国
す
る
が
、
こ
の
時
福
州
で
自
費
で
『
六
諭

（
注
化
）

術
義
』
と
『
指
南
広
義
』
を
出
版
し
、
同
時
に
次
男
の
詩
集
『
焚
余
稿
』
を
板
行
し
た
。
こ
れ
に
は
、
福
州
の
師
匠
陳
元
輔
の
序
文
が

術
義
』
と
扇

つ
い
て
い
る
。

て
「
器
宇
探
沈
に
し

貧
琉
球
之
五
偉
人
』
）

吾
門
の
程
雪
堂
、
子
に
榑
万
あ
り
。
蚤
歳
よ
り
詩
を
能
す
。
毎
に
海
外
に
生
長
す
る
を
以
て
未
だ
余
に
見
ゅ
る
を
得
ざ
る
を
憾

と
な
す
と
。
且
つ
言
う
、
其
れ
夢
藤
の
間
、
或
い
は
之
に
見
ゆ
る
が
如
し
と
。
饗
に
余
に
往
け
ば
、
亦
た
至
る
と
云
う
も
可
な
り
．

余
、
果
し
て
何
を
以
っ
て
此
れ
を
榑
万
に
得
た
る
や
。

榑
万
、
稚
齢
な
り
と
錐
も
、
学
に
力
む
。
即
ち
滴
み
て
休
薩
に
臥
す
も
、
手
に
巻
を
釈
か
ず
。
此
の
如
き
の
人
の
有
る
に
、
天
其

の
才
を
老
は
し
め
ず
、
反
っ
て
其
の
算
を
促
す
、
天
な
る
か
な
、
問
う
可
か
ら
ず
。
丙
戌
の
冬
、
雪
堂
門
に
来
た
る
・
榑
万
の
焚
余

穂
数
首
を
袖
し
、
余
に
之
に
序
せ
ん
こ
と
を
乞
う
．

余
、
閲
す
る
こ
と
再
に
至
る
。
明
暢
流
転
、
字
字
仙
な
ら
ん
と
欲
す
、
鬼
才
に
あ
ら
ず
や
。
雪
堂
の
為
に
借
し
む
を
禁
ぜ
ず
、
且

つ
榑
万
が
為
に
之
を
傷
め
り
。
天
、
之
に
仮
す
に
年
を
以
っ
て
使
め
ば
、
杜
陵
の
堂
奥
を
窺
い
、
大
程
氏
の
家
声
、
正
に
未
だ
量
る

と
い
う
。
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と
陳
元
輔
の
心
情
が
全
編
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
博
万
、
唯
齢
な
り
と
錐
も
、
学
に
力
む
。

こ
の
序
文
を
恩
師
陳
元
輔
に
依
頼
し
た
の
は
、

初
め
て
福
州
に
「
勤
学
」
と
し
て
や
っ
て
来
て
、

に
あ
る
。
程
順
則
の
悲
哀
と
絶
望
の
深
さ
さ
が
、

族
の
こ
と
は
、
聞
か
さ
』

な
順
則
の
手
を
と
っ
て
、

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
樽
万
、
稚
齢
な
り
と
錐
も
、
学
に
力
む
。
即
ち
滴
み
て
林
薦
に
臥
す
も
、
手
に
巻
を
釈
か
ず
。
此
の
如
き
の
人
の
有
る
に
、
天
其

の
才
を
老
は
し
め
ず
、
反
っ
て
其
の
算
を
促
す
、
天
な
る
か
な
、
問
う
可
か
ら
ず
」
。
樽
万
が
才
能
に
恵
ま
れ
た
う
え
に
、
向
学
心
に

み
ち
た
少
年
だ
っ
た
こ
と
を
称
え
、
そ
の
あ
ま
り
に
短
い
命
を
愛
惜
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
父
親
の
順
則
か
ら
そ
の
子
弟
の
こ
と
家

族
の
こ
と
は
、
聞
か
さ
れ
て
い
た
ろ
う
し
、
子
息
が
次
々
と
死
去
し
た
今
度
の
不
幸
に
つ
い
て
は
、
当
然
詳
し
く
聞
い
て
い
る
。
無
口

な
頂
則
の
手
を
と
っ
て
、
涙
す
る
師
匠
の
姿
が
見
え
る
よ
う
だ
。
一
一
人
は
師
弟
関
係
に
あ
る
と
は
言
え
、
年
齢
に
さ
し
て
大
き
な
差
は

序
文
を
依
頼
さ
れ
た
陳
元
輔
は
、
少
年
榑
万
の
作
品
を
見
て
「
仙
か
、
鬼
か
、
余
又
何
ぞ
能
く
之
を
測
ら
ん
」
と
、
そ
の
才
能
に
つ

い
て
過
剰
と
も
思
え
る
最
大
級
の
賛
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
も
ち
ろ
ん
幾
分
か
の
形
式
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
否
定
で

き
な
い
。
中
国
に
伝
統
的
に
あ
る
死
者
を
弔
う
挽
歌
や
、
墓
碑
銘
等
の
文
章
は
、
そ
の
人
物
の
生
前
の
業
績
を
顕
彰
し
誉
め
称
え
る

可
か
ら
ざ
ら
ん
。
夫
れ
何
ぞ
白
雪
の
歌
未
だ
終
わ
ら
ざ
る
に
、
芳
蘭
の
花
已
に
謝
す
。
仙
か
、
鬼
か
、
余
又
何
ぞ
能
く
之
を
測
ら
ん
。

樽
万
已
に
余
に
見
ゆ
る
を
得
ず
し
て
長
逝
せ
り
。
余
も
復
た
樽
万
を
見
る
を
得
ず
し
て
、
且
つ
老
い
た
り
。
悠
た
る
之
れ
此
の
恨

み
。
永
く
幽
明
を
隔
て
、
僅
か
に
残
稿
数
行
を
留
め
、
余
の
太
息
を
助
く
。

丙
戌
陳
元
輔
序

一
一
一
人
の
息
子
が
相
次
い
で
死
去
し
て
か
ら
四
年
目
で
あ
る
。
陳
元
輔
は
、
程
順
則
が

そ
の
門
下
生
と
な
っ
て
以
来
の
関
係
で
あ
り
、
す
で
に
一
一
○
年
を
越
え
る
師
弟
関
係

ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
、
説
明
も
い
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
序
文
を
見
る
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内
容
の
も
の
で
あ
る
。
し
」

を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

た
の
だ
、
と
理
解
し
た
い
。

程
順
則
に
す
れ
ば
、
天
折
し
た
息
子
た
ち
に
対
す
る
哀
悼
と
、
社
会
的
な
業
績
と
言
え
る
も
の
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず
に
他
界
し
た
息

子
た
ち
（
四
男
の
允
升
は
、
北
京
大
通
事
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
が
）
の
こ
の
世
に
お
け
る
足
跡
を
何
ら
か
の
形
で
残
し
た
い
、
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
が
、
『
焚
余
塙
』
を
板
行
す
る
動
機
に
な
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

『
焚
余
稿
』
に
は
、
十
一
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
作
品
十
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
学
習
途
上
に
あ
る
少
年
の
習
作
で
あ
る
が
、
押

韻
、
平
灰
な
ど
漢
詩
の
規
則
も
踏
ま
え
て
お
り
（
お
そ
ら
く
父
親
程
順
則
の
手
が
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
）
、
み
ず
み
ず
し
い
表
現
は
、

そ
の
才
能
の
片
鱗
を
見
せ
て
い
る
。
陳
元
輔
の
序
文
を
見
て
父
親
の
程
順
則
の
息
子
に
よ
せ
る
哀
惜
は
、
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
で
あ

『
焚
余
稿
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
作
品
は
全
体
で
十
首
あ
り
、
五
言
絶
句
三
首
、
同
律
詩
二
首
、
七
言

絶
句
四
首
、
同
律
詩
一
首
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
は
年
齢
順
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
掲
載
順
に
従
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

ろ
う
。

春
日
登
山

春
山
一
望
景
無
窮

海
色
蒼
蒼
万
里
空

飛
鳥
数
声
雲
幾
点

し
か
し
、
樽
万
の
場
合
は
社
会
的
な
活
動
実
績
を
積
む
以
前
に
死
去
し
て
お
り
、
ど
う
し
て
も
そ
の
才
能
の
面

い
。
過
剰
と
も
思
え
る
言
葉
で
そ
の
才
能
を
称
え
る
こ
と
で
．
残
さ
れ
た
父
親
の
心
の
空
洞
を
埋
め
よ
う
と
し

春
山
一
望
す
れ
ば

海
色
蒼
蒼
と
し
て

飛
鳥
数
声
雲
幾
点

十
一
歳
作

景
窮
ま
り
な
し

万
里
空
し
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春の穏やかな日の山からの眺望である。沖縄の山というとすぐ北部を連想するが、これは、少年が歩いて行ける
身近な場所と見るべきであろう。少年の住む久米村からだと、「筍崖夕照」の名で中山八景の一つにもなっている
波の上をはじめ、奥武山、小禄の高台、もう少し足をのばせば瀬長島などがある。いずれの場所からも海を見渡す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
作
品
は
、
い
か
に
も
習
い
た
て
の
初
学
者
と
い
う
感
じ
の
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
が
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
夢
に

満ちて溌刺とした少年の姿が、印象的である。使われている漢字も易しいものばかりであり、題材として取り上げ
た
風
景
も
身
近
か
で
、
特
別
新
鮮
な
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
い
て
、
読
む
者
に
さ
わ
や
か
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
少
年
の
感
覚
の
瑞
々
し
さ
で
あ
ろ
う
。
そ

れは、成熟した大人の失ってしまったものであり、取り戻したいと願うものである。結句の「何れの時にか収め入
れん画図の中」という表現は、少年らしい夢のある表現である。これは、朱の蘇東城が、盛唐の王維の作品を評
して「詩中に画あり、画中に詩あり」と述べた故事を典故にしている。一一十才の若さで科挙に合格し、詩人として
図
属
し
う
て
舌
濯
し
と
天
才
王
推
に
憧
れ
、
自
分
も
王
維
の
よ
う
に
官
吏
と
し
て
、
詩
人
た
し
て
ま
た
画
家
と
し
て
世
の
中
の
た
め
に

画
家
と
し
て
活
躍
し
た
天
才
王
維
に
憧
れ
、
自
ハ

貢
献
し
た
い
と
い
う
夢
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

何
時
収
入
画
図
中
何
れ
の
時
に
か
収
め
入
れ
ん
画
図
の
中

上
巳
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「上巳」は、一一一月一一一日のこと・陰暦一二月の上旬の巳の日。この日、川で身を清める習俗があった。魏以来、一一一月
三日とした。「羽鵤」は、さかずき。すずめが羽をひろげた形のさかずき。「羽腹流曲水」は、「流腹曲水」のこと。
上巳（一一一月一一一日）の日に、曲がった小川の流れに杯を浮かべ、詩を作り酒を楽しむ宴会。晋の王義之の「蘭亭の記」
を
踏
ま
え
た
作
品
。

宋の藤東城（一○一一一六～一一○一）の「前赤壁の賦」に、この詩の結句「美人を憶う水の一方」
天
一
方
」
（
美
人
を
天
の
一
方
に
望
む
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

●

上
巳
日
清
和

江
干
好
放
歌

羽
鯛
流
曲
水

風
起
送
微
波

懐
人

雲
尽
天
辺
夜
気
涼

草
堂
独
坐
月
如
霜

笛
声
忽
艤
寒
窓
外

遥
憶
美
人
水
一
方

羽江上
膓干巳

風
起
り
て
微
波
を
送
る

人
を
懐
う
十
二
歳
作

雲
天
辺
に
尽
き
夜
気
涼
し

草
堂
に
独
り
坐
せ
ぱ
月
霜
の
如
し

笛
声
忽
ち
鏡
う
寒
窓
の
外

遥
か
に
美
人
を
憶
う
水
の
一
方

放
歌
を
好
む

曲
水
に
流
す

日
清
和
に
し
て

が
、
「
望
美
人
号
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れ
た
。
こ
の
暖
か
な
日
は
、
一
杯
や
る
の
に
良
い

、
十
二
歳
の
少
年
で
、
「
宜
人
酒
一
杯
」
と
い
う
の
は
、

い
う
、
背
伸
び
し
た
表
現
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
庭
満
樹
白
燐
憐
中
庭
満
樹
白
燐
憐

万
里
清
光
絶
点
塵
万
里
清
光
点
塵
を
絶
つ

尋
句
踏
残
一
一
一
径
後
句
を
尋
ね
て
踏
み
残
す
三
径
の
後

夜
深
欲
問
広
寒
人
夜
深
く
し
て
問
わ
ん
と
欲
す
広
寒
の
人

月
の
き
れ
い
な
夜
だ
。
月
光
に
誘
わ
れ
て
庭
に
出
る
と
、
空
も
大
地
も
ど
こ
ま
で
も
澄
み
き
っ
て
い
る
。
｝
」
の
美
し
い
夜
に
ふ
さ
わ

し
い
詩
を
何
と
か
一
首
作
り
た
い
。
詩
情
を
か
き
た
て
る
清
ら
か
な
夜
だ
が
、
気
に
入
っ
た
一
句
が
出
て
こ
な
い
。
適
当
な
一
句
を
も

暖捲林春

畳警鶏碧立
会肇薔裏春
一風陽気
杯入開回

春
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
い
て
、
庭
の
木
々
２

だ
。
こ
の
暖
か
な
日
は
、
一
杯
や
る
の
に
良
い
。

歩
月

春
名
園
に
到
り
淑
気
回
る

林
花
漸
く
陽
に
向
か
い
て
開
か
ん
と
欲
す

簾
を
捲
い
て
尽
く
放
ち
東
風
を
入
る

暖
日
人
に
宜
し
酒
一
杯

庭
の
木
々
の
花
も
開
き
は
じ
め
た
。
窓
の
す
だ
れ
を
す
べ
て
捲
い
て
春
の
風
を
い
つ
ぱ
い
に
入

ま
せ
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
も
、
早
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
い
と

▽
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と
め
て
庭
を
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
夜
は

美
し
い
夜
の
光
景
が
、
は
っ
き
り
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
三
径
」
は
漢
の
将
矩
が
、
庭
の
小
道
に
松
、
竹
、
菊
を
植
え
て
、
欲
が
少
な
く
、
節
を
持
す
る
生
活
に
憧
れ
た
故
事
に
よ
る
。

「
広
寒
人
」
は
、
月
に
あ
る
宮
殿
と
そ
こ
に
住
む
常
蛾
と
い
う
美
人
の
こ
と
。

「
上
元
」
は
、
陰
暦
の
一
月
十
五
日
の
こ
と
。
元
宵
と
も
い
う
。
蘇
東
城
の
作
品
を
は
じ
め
、
多
く
の
典
故
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
～
力
の
こ
も
っ
た
一
作
で
あ
る
。
領
聯
、
頚
聯
の
対
句
も
、
形
は
で
き
て
い
る
。
「
端
門
」
は
宋
の
都
開
封
の
宣

徳
門
の
こ
と
。
藤
東
城
の
「
上
元
の
夜
」
に
「
前
年
侍
玉
笠
端
門
万
枝
燈
」
と
あ
る
。
「
分
宵
」
は
⑩
分
夜
（
夜
中
）
の
こ
と
。

上
元

端
門
双
關
徹
明
開

無
数
花
燈
驍
露
台

月
映
順
頭
千
点
火

香
生
庭
外
万
枝
梅

宝
坊
遊
子
吹
歌
管

画
閣
佳
人
送
酒
杯

車
馬
分
宵
帰
院
宇

江
城
夜
静
漏
声
催

十
三
歳
作

端
門
の
双
關
徹
明
開
く

無
数
の
花
燈
露
台
を
縫
う

月
は
附
頭
に
映
ず
千
点
の
火

香
は
庭
外
に
生
ず
万
枝
の
梅

宝
坊
の
遊
子
歌
管
を
吹
き

画
閣
の
佳
人
酒
杯
を
送
る

車
馬
分
宵
院
宇
に
帰
る

江
城
夜
静
か
に
し
て
漏
声
催
す

夜
は
ふ
け
て
き
た
。
苦
吟
の
状
況
を
素
直
に
そ
の
ま
ま
表
出
し
て
、
そ
れ
で
澄
ん
だ
月
の
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詩
題
の
「
陳
些

料
と
し
た
も
の
。

羅
浮
山
上
幾
人
登
羅
浮
山
上

清
香
不
散
金
樽
酒
清
香
散
ぜ
ず

乗
興
題
詩
費
劇
藤
輿
に
乗
じ
て

題
香
雲
居
和
陳
枕
山
師
祖
原
韻
香
雪
居
に
題
し
、
陳
枕
山
師
祖
の
原
韻
に
和
す

―
樹
梅
花
勝
十
朋
一
樹
の
梅
花
十
朋
に
勝
る

懸
浮
山
上
幾
人
登
羅
浮
山
上
幾
人
か
登
れ
り

詠
竹

庭
前
百
尺
竿

九
十
夏
生
寒

高
節
圧
花
径

清
姿
護
玉
蘭

月
来
生
個
個

風
過
動
珊
珊

群
木
凋
霜
落

虚
心
独
目
安

「
陳
枕
山
師
祖
」
は
、
父
順
則
の
師
匠
、
陳
元
輔
の
こ
と
。
「
剣
藤
」
は
、
高
級
な
紙
の
一
種
。
剣
渓
で
と
れ
る
い
藤
を
原

輿
に
乗
じ
て
詩
を
題
し
剣
藤
を
費
や
す

庭
前
百
尺
の
竿

九
十
の
夏
寒
を
生
ず

高
節
花
径
を
圧
し

清
姿
玉
蘭
を
護
る

月
来
た
れ
ば
生
個
個
た
り

風
過
ぐ
れ
ぱ
動
き
て
珊
珊
た
り

群
木
「
霜
に
欄
み
て
落
ち

虚
心
独
り
自
か
ら
安
ら
か
な
り

金
樽
酒
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庭
に
生
え
て
い
る
竹
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
高
節
を
蘭
に
燃
え
、
ど
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
節
を
曲
げ
な
い
意

志
の
強
さ
を
詠
ん
だ
も
の
。
「
高
節
花
径
を
圧
す
／
清
姿
玉
蘭
を
穫
邑
、
「
群
木
霜
に
凋
み
て
落
ち
／
虚
心
独
り
自
か
ら
安

ら
か
な
り
」
と
い
う
表
現
に
、
何
と
か
竹
の
理
想
的
な
姿
を
こ
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
古
来
多
く
の
類
似
作
が
あ
り
、
典
故
も
ほ
ぼ
似

て
い
る
た
め
、
よ
ほ
ど
の
力
量
が
な
い
と
類
型
的
な
範
囲
を
超
え
ら
れ
な
い
難
し
さ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
作
品
と
し
て
の
独
自
性
を

求
め
る
よ
り
も
、
少
年
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
如
何
な
る
困
難
に
遭
遇
し
よ
う
と
も
、
純
粋
に
真
っ
直
ぐ
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
姿

求
め
る
よ
り
も
、
少
年
が
こ
れ
』

勢
を
汲
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

竹
は
、
中
が
空
で
あ
る
た
め
に
か
え
っ
て
良
く
し
な
る
。
幹
に
節
が
あ
っ
て
、
し
か
も
曲
が
ら
ず
に
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
。
季
節

が
変
わ
っ
て
、
周
囲
の
木
々
が
葉
を
落
と
し
て
も
、
竹
は
そ
の
葉
を
落
と
さ
な
い
。
寡
欲
、
高
節
、
強
靭
等
人
間
の
理
想
が
凝
縮
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
中
国
の
文
人
た
ち
は
、
庭
に
竹
を
植
え
る
と
言
う
。
蘇
東
波
は
「
料
理
に
肉
が
な
い
の
は
我
慢
で
き
る
が
、
住
宅

に
竹
が
な
い
の
は
良
く
な
い
」
（
緑
嬉
詩
）
と
言
っ
て
い
る
。

題
水
竹
居

我
愛
四
隣
竹

江
辺
護
草
堂

三
春
蔵
細
雨

六
月
起
微
涼

秋
至
水
添
碧

晩
来
山
映
蒼

水
竹
居
に
題
す

我
愛
す
四
隣
の
竹

江
辺
草
堂
を
護
る

三
春
細
雨
を
蔵
し

六
月
微
涼
起
き
る

秋
至
れ
ば
水
碧

晩
来
れ
ば
山
蒼 碧
を
添
え

菅
に
映
ず

十
四
歳
作
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こ
れ
は
、
庭
の
一
角
に
咲
く
蘭
を
題
材
に
し
た
も
の
。
蘭
は
、
そ
の
花
の
美
し
さ
と
香
り
が
、
人
々
に
愛
さ
れ
、
と
く
に
教
養
豊
か

な
人
物
の
内
面
に
秘
め
た
徳
に
職
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
「
空
谷
無
人
名
月
の
夜
／
幽
香
散
ぜ
ず
客
滞
留
す
」
と
詠
ん

だ
の
で
あ
る
。
人
気
の
な
い
空
谷
に
咲
い
て
も
、
そ
の
香
り
に
客
は
立
ち
止
ま
る
と
言
っ
の
で
あ
る
。
少
年
に
し
て
は
、
で
き
過
ぎ
た

処
世
態
度
で
あ
り
、
生
意
気
に
人
生
を
達
観
し
た
よ
う
な
口
ぶ
り
に
見
え
な
く
も
な
い
。

し
か
し
、
早
熟
な
少
年
が
精
一
杯
背
伸
び
し
て
大
人
の
よ
う
な
口
を
利
い
た
も
の
と
見
る
と
、
ま
あ
ま
あ
、
そ
ん
な
に
肩
を
張
ら

詩
題
の
水
竹
は
、
水
と
竹
。
ま
た
、
水
辺
の
竹
。
作
者
の
住
む
久
米
村
に
は
、
生
け
垣
に
竹
と
石
垣
を
配
し
た
屋
敷
が
多
か
っ
た
。

「
久
米
村
竹
醗
」
は
、
中
山
八
景
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
・
竹
に
囲
ま
れ
た
久
米
村
の
自
宅
周
辺
に
題
を
取
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

詠
蘭

紫
茎
緑
葉
満
庭
幽

独
秀
園
中
一
片
秋

空
谷
無
人
名
月
夜

幽
香
不
散
客
滞
留

幽
居
喜
得
此

日
日
好
開
鰯

幽
居
此
を
得
て
喜
び

日
日
鰯
を
開
く
を
好
む

紫
茎
緑
葉
庭
に
満
ち

独
り
園
中
に
秀
ず
一

空
谷
無
人
名
月
の
夜

幽
香
散
ぜ
ず
客
滞
留

庭
に
満
ち
て
幽
な
り

秀
ず
一
片
の
秋

客
滞
留
す
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な
く
て
も
、
と
一
宮
っ
て
や
り
た
く
な
る
。

以
上
、
『
焚
余
稿
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
早

力
み
や
、
背
伸
び
は
至
る
所
に
見
え
る
。
し
か
・

さ
、
夢
に
向
か
う
積
極
性
、
純
粋
性
等
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
陳
元
輔
が
こ
の
詩
集
の
序
文
で
「
仙
か
、
鬼
か
、
余
又
何
ぞ
能
く
之
を
測
ら
ん
」
と
そ
の
才
能
と
可
能

性
を
称
え
「
榑
万
已
に
余
に
見
ゆ
る
を
得
ず
し
て
長
逝
せ
り
。
余
も
復
た
樽
万
を
見
る
を
得
ず
し
て
、
且
つ
老
い
た
り
。
悠
た
る
之

れ
比
の
恨
み
。
永
く
幽
明
を
隔
て
、
僅
か
に
残
稿
数
行
を
留
め
、
余
の
太
息
を
助
く
」
と
、
そ
の
あ
ま
り
に
早
い
死
を
悼
ん
で
い
る
の

れ
此
の
恨
み
。
永
く
幽
明
を
隔
て

は
、
十
分
肯
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

妻
を
失
い
（
間
も
な
く
再
婚
し
た
）
、
弟
を
失
い
、
四
人
の
男
子
に
先
立
た
れ
た
孤
独
と
失
意
の
中
で
、
程
順
則
の
内
面
的
支
え
に

な
っ
た
の
は
、
尚
貞
壬
を
は
じ
め
王
世
子
・
王
世
孫
ら
の
物
心
両
面
で
の
恩
愛
と
察
温
ら
同
僚
の
激
励
で
あ
っ
た
。
四
一
歳
（
康
煕
四

一
一
一
年
）
の
頃
と
い
え
ば
、
失
意
と
孤
独
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
王
世
子
尚
純
と
世
孫
尚
益
は
王
府
に
召
し
出
し
て
、
朝

は
四
書
を
夕
方
は
唐
詩
を
欝
義
さ
せ
た
。
そ
し
て
歳
暮
・
元
旦
に
は
使
者
を
派
遣
し
て
儀
物
を
贈
り
．
那
覇
へ
下
り
る
こ
と
が
あ
る

と
、
自
ら
久
米
村
の
程
家
を
訪
問
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
輩
の
蕊
温
は
、
門
を
閉
じ
て
客
と
の
交
際
も
絶
っ
て
、
隠
者
の
よ
う

（
座
八
）

な
生
活
を
送
ろ
う
と
し
て
い
た
順
則
に
心
か
ら
の
激
励
の
文
章
を
書
い
て
そ
の
決
心
を
翻
へ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
家
庭
的
に
恵
ま
れ
な

お
わ
り
に

に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
を
見
て
き
た
が
、
全
体
と
し
て
少
年
の
習
作
と
い
う
レ
ベ
ル
を
脱
し
な
い
も
の
で
、

意
所
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
未
熟
さ
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
感
覚
の
瑞
々
し
さ
、
さ
わ
や
か
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注
一
程
泰
鮓
の
経
歴
に
関
す
る
「
程
氏
家
譜
」
の
原
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
一
一
（
久
米
村
篇
）
』
所

収
昭
和
五
十
五
年
一
一
一
月
参
照
。
）

か
つ
た
順
則
だ
っ
た
が
、
王
府
を
は
じ
め
先
輩
や
同
僚
か
ら
の
信
頼
は
厚
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
か
れ
の
社
会
的
活
動
を
展
開
す

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
中
に
は
、
『
六
諭
桁
義
』
（
四
十
六
才
）
、
『
焚
余
稿
』
（
同
）
、
『
皇
清
詩
選
』
全
三
十
巻
を
数
十
部
購

入
（
五
十
九
歳
）
、
『
中
山
詩
文
集
』
刊
行
（
六
十
三
歳
）
等
の
よ
う
に
、
琉
球
国
内
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
の
中
国
や
日
本
を
巻
き

込
ん
で
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
功
績
と
し
て
は
、
絶
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

る
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

体
力
、
気
力
と
も
充
実
し
た
時
期
に
味
わ
っ
た
失
意
と
苦
悩
が
、
そ
の
後
の
か
れ
の
詩
作
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
か
、
残
念
な
が

ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
四
十
歳
の
時
、
一
一
一
人
の
子
供
を
失
っ
た
後
も
、
著
作
活
動
は
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、

『
中
山
王
府
官
制
』
（
四
四
歳
〉
、
「
廟
学
紀
略
」
（
同
）
、
『
指
南
広
義
』
西
十
六
才
）
、
「
琉
球
国
創
建
関
帝
廟
記
」
（
五
十
四
歳
）
、
「
琉

球
国
新
建
至
聖
廟
記
」
（
同
）
「
新
建
啓
聖
公
祠
記
」
（
五
十
七
歳
）
等
の
文
章
で
あ
り
、
自
己
の
著
作
を
含
む
内
外
の
著
作
の
整
理
と

紹
介
で
あ
る
。

順
治
八
年
辛
卯
三
月
結
貴
軟
髻

順
治
十
三
年
丙
申
四
月
十
二
日
奉
王
命
初
入
唐
榮
秀
才

順
治
十
五
年
戊
戌
十
一
一
月
十
七
日
陞
通
事
擢
筑
登
之
座
敷

康
照
二
年
癸
卯
七
月
二
十
二
日
頂
戴
黄
冠

宮
爵

－１５２－



康
煕
二
年
癸
卯
七
月
一
一
十
一
一
日
琴
使
為
謝
恩
存
留
通
事
随
法
司
王
舅
呉
国
用
北
谷
親
方
朝
暢

紫
金
大
夫
金
正
春
多
賀
良
親
方
於
十
一
月
十
四
日
同
天
使
宝
舟
那
覇
開
船
赴
門
留
駅
三
年
（
中
略
）
乙
巳
年
六
月
初
七
日
帰
国

康
煕
九
年
庚
戌
五
月
初
二
日
泰
使
為
進
貢
在
船
都
通
事
将
臨
行
偶
得
重
病
辞
而
不
行

康
煕
十
一
年
壬
千
七
月
初
六
日
奉
使
為
進
貢
都
通
事
随
耳
目
官
呉
美
徳
名
嘉
真
親
雲
上
朝
衆
正
議
大
夫
察
彬
喜
友
名
親
雲
上
十

月
十
五
日
捧
表
上
船
不
得
順
風
翌
年
一
一
一
月
初
一
一
一
日
開
船
赴
門
（
後
略
〉

注
一
一
尚
寧
の
冊
封
正
使
夏
子
陽
の
『
便
琉
球
録
』
に
は
「
今
諸
姓
凋
謝
、
僅
存
察
、
鄭
、
林
、
程
、
梁
、
金
六
家
而
族
不
甚
蕃
」
と

あ
る
。
（
『
那
覇
市
史
』
冊
封
使
録
関
係
資
料
（
原
文
編
）
昭
和
五
二
年
一
一
一
月
参
照
。
）
尚
質
の
冊
封
使
と
し
て
渡
来
し
た
汪
揖

Ｄ
『
便
琉
球
雑
録
』
に
も
「
今
所
存
止
察
鄭
梁
金
等
七
姓
亦
甚
不
振
実
」
と
あ
る
。

注
三
同
注
一
一
勲
腐
」
の
部
分
に

「
康
煕
九
年
庚
戌
五
月
初
二
日
奉
使
為
進
貢
在
船
都
通
事
将
臨
行
偶
得
重
病
辞
而
不
行

康
煕
十
一
年
壬
子
七
月
初
六
日
奉
使
為
進
貢
都
通
事
随
耳
目
官
呉
美
徳
名
嘉
真
親
雲
上
朝
衆
正
議
大
夫
察
彬
喜
友
名
親
雲
上

十
月
十
五
日
捧
表
上
船
不
得
順
風
翌
年
三
月
初
三
日
開
船
赴
間
（
後
略
）
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

注
四
陳
元
輔
（
一
六
五
六
年
・
順
治
十
一
一
一
～
？
）
字
は
昌
其
。
程
順
則
が
「
勤
学
」
と
し
て
初
め
て
福
州
に
行
っ
た
時
（
一
六
八

一
一
一
）
、
そ
の
門
下
生
と
し
て
教
え
を
受
け
て
以
来
、
終
生
の
師
弟
関
係
に
あ
り
、
程
順
則
を
通
し
て
多
く
の
琉
球
人
と
交
流
し

た
人
物
。
程
順
則
の
編
纂
し
た
琉
球
最
初
の
漢
詩
文
集
で
あ
る
『
中
山
詩
文
集
』
に
序
文
を
書
い
て
い
る
他
、
「
程
大
母
恭
人

康
煕
九
年
庚
戌
五
月
初
二
日
陞
都
通
事

煕
十
年
辛
亥
十
二
月
一
一
十
二
日
擢
勢
頭
位

の
『
使
琉
球
雑
録
』
に
も
「

同
注
一
「
勲
庸
」
の
部
分
に

勲
庸
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注
五注注注

八七六
伝
」
、
「
中
山
自
了
伝
」
（
『
中
山
詩
文
集
』
に
収
録
）
、
『
焚
余
稿
』
（
同
前
）
、
『
執
圭
堂
詩
草
』
序
（
同
前
）
、

序
（
同
前
）
等
、
琉
球
の
詩
人
の
序
文
や
琉
球
人
の
伝
記
等
が
あ
る
。
弟
子
の
程
順
則
が
日
本
で
出
版
し
た

話
』
、
『
陳
山
楼
詩
文
集
』
等
の
著
作
が
あ
る
。

話
』
、
『
陳
山
楼
詩
文
集
』
等
の
著
吟

原
文
は
、
次
の
通
り
。
「
次
年
五
日

所
収
昭
和
五
十
五
年
三
月
参
照
。

『
焚
余
稿
』
は
、
同
注
六
・

察
温
「
答
程
大
夫
寵
文
書
」

『
雪
堂
燕
遊
草
』
は
、
拙
編
『
校
訂
本
中
山
詩
文
集
』
九
州
大
学
出
版
会
二
九
九
八
）
参
照
。

「
次
年
五
月
二
十
四
日
福
建
起
身
八
月
二
十
四
日
到
京
」
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
二
（
久
米
村
篇
）
』

（
ハ
ワ
イ
大
学
ホ
ー
レ
ー
文
庫
蔵
『
琉
球
詠
詩
』
所
収
）
等
参
照
。

『
観
光
堂
遊
草
』

『
陳
山
楼
課
児
詩
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